
〈…別じさわをt妙さZ/ZZ)

基讓零ヅ
月泰謬尺環境進言重力苛苛民弐篁糸各会請奏

（略称藤沢エコネット）

2010年6月1日

第工9e-号一

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
且

〃‐

"
_達雷

匙
■
弓
、
Ｌ
圏
司
、
ｈ
凶
刃
弱
里
理
、
、
心
乃
灯

主
な
記
事

ｂ
Ｆ
ｑ
、
出
国
可
、
Ｌ
日
、
、
私
５
９
，
匹
Ｂ
可

･2009年度活動報告・決算報告

･武田薬品研究所県回答

･ゴミ有料化裁判結果

･小網代の森散策

事務局〒252-0816藤沢市遠藤849－9青柳

a/FAXO466-87-4922(夜間のみ）

http:"bomcomjca.apc,org/econet/

一一一 ふじさわ環境フェアーに想う 一一一一、

環境に関わる事を仕事にしたい、学生時代に将来を想い、20年近くが経とう

としている。その間に社会は変わった。新聞やテレビには環境問題よりも、当

時はなかった地球温暖化の文字が多く、一般市民の問でも環境に配慮するのが

半ば当たり前の生活で、また「ゆとり教育」だと騒がれているが公教育の現場

ではしっかりと環境問題が教えられている。

それだけ環境に関する事が身近になってきたが、果たして様々な問題が解決

し、温暖化が足踏みしているのだろうか。これは特に深く考えず「よくなって

いない」という声が聞こえてきそうだ。だから皆が対応しているのだと。確か

に否定は出来ない。だが「よくなっている点」があるのも事実。もちろんネッ

ト含めたメディアには良い話は面白くないのか、また面白く書きたくないのか、

登場は少ないので、一般には馴染みが薄いのだが。

そこに自身の力不足を感じてしまう。このところ環境に関わる仕事が事務的

になりすぎてはいないだろうかと自問自答を繰り返すが、その答えを見つける

間もなく、仕事に追われてしまう。そう、良い仕事が出来ていないから、世の

中に良い話が伝えられない。結果、温暖化対策はお金と手間ばかりかかるであ

るとか、環境に配慮する面倒な点が強調されているのではないか。事業仕分け

でも自分の所属する温暖化防止センターが槍玉に挙げられるのが良い例だ。

こんな状況だから、人々は免罪符を求めてしまうようにも感じる。ゴミ拾い

さえすれば、構わない。レジ袋を断りさえすれば、構わない。もちろんそれで

環境が良くなるのならば自分は構わないのだが、多くの人はそこで免罪符を得

て、満足しているのではないか｡これをきっかけに車に一人で乗らず、自転車

で移動する、なんてなれば良いのだが、それじゃ免罪符にならないとでも言わ

れそうで。逆に考えると自分にとってまだまだ活躍できる場があると信じて、

そろそろ動き出す、そんなきっかけに今年のふじさわ環境フェアをするとして、

ぜひのご来場をお待ちしております。

L (ふじざわ環境フェアー2010実行委員長青木正美).
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